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2025/2026シーズン 

20の物語 －週末を、劇場で－ 
第三弾、情報解禁！ 

 
 

 
 

 

 

 

◆「20の物語－週末を、劇場で－」とは 

新国立劇場では、2026年 7月 16日（木）～8月 2日（日）に「20の物語－週末を、劇場で－」を上演いたします。 

小川絵梨子演劇芸術監督の任期ラストを飾るこの“フェスティバル”は、「演劇にできる限り気軽に触れて、より多くのお客

様に劇場に足を運んでいただきたい」という小川監督の願いから企画されました。古今東西、古典から現代劇まで、短編・

中編を中心に集めた珠玉の 20作品を、毎週木曜日から日曜日まで 3週にわたり、週替わりで上演します。「週末は、劇場

で物語に浸ろう」。そんな風に、日常の延長線上で演劇を楽しんでいただけるひとときをお届けします。 

上演時間は、40 分のものから 100 分前後のものまでヴァリエーション豊かに取り揃えました。多彩な演目をより気軽にお

楽しみいただけるよう、お得な「半日券」もご用意。この「20 の物語」は、「A 料金公演」」（チケット料金 5,500 円、上演時間 90～

100分前後）「B料金公演」（チケット料金 3,300円、上演時間 40分～60分前後）に加え、「無料公演」の 3つのカテゴリで構成され

ています。 

 

◆「無料公演」3 つのプログラム、ボーナスプログラムリーディング公演『タバコの害について』 

今回の第三弾解禁では、3つの「無料公演」の全出演者を一挙公開いたします。 

無料公演のラインアップは『ベッカンコおに』、読み聞かせ『くまの子ウーフ』、『ごっちん』の 3 作品。いずれも 4

歳からご入場いただける、お子様も楽しんでいただけるプログラムとなっています。 

１st Weekに上演される『ベッカンコおに』は、さねとうあきらによる児童書をふじたあさやが戯曲化した作品で、新国立劇場 

演劇研修所で講師も務める小林七緒が演出を担います。この度、発表された 10 名のキャスト全員が同研修所修了者。今

回はなんと小劇場ホワイエがステージとなります 

続く 2nd Week に上演する「読み聞かせ」プログラムでは、1969 年にポプラ社から出版された、神沢利子 作／井上洋介 

絵『くまの子ウーフ』シリーズからセレクトしたいくつかのお話を、演劇研修所修了者の土井真波、菊池夏野の 2 名の出

演者でお届けします。 

そして、3rd Week に上演する岩井秀人作、鈴木アツト演出の『ごっちん』は、大谷亮介、原 ふき子、田中穂先、そして演

劇研修所出身の山﨑 薫と村岡哲至、という個性豊かな 5名が揃いました。 

さらに、「B 料金プログラム」として 3rd Week に上演される、小川絵梨子演出のチェーホフをオマージュした一人芝居『煙草

のハイ（High）について-吸煙對身體有 High-』。この公演内にボーナスプログラムとして、下総源太朗が出演し、

チェーホフのオリジナル作品『タバコの害について』もリーディング上演することが新たに決定しました。 

以上で全プログラムの全出演者が発表となりました。演出家 13名、キャスト総勢 75名、うち演劇研修所修了

者が 31 名という豪華”フェスティバル“。世界中の様々な物語を一挙に味わえる、新国立劇場ならではの特別な夏。週
末を、劇場で。ぜひお楽しみください。 

5月 22日（金）18：00 情報解禁 

小川絵梨子芸術監督、任期ラストを飾るのは豪華演出家たちによるアンソロジー 
総勢13名の演出家が参加し、短編・中編作品を中心に、多彩な20の物語を上演する“フェスティバル”！ 

 
 

3つの無料公演の全出演者を一挙発表！ 
小川絵梨子演出、台湾の劇作家・鴻鴻によるチェーホフへのオマージュを込めた 

一人芝居『煙草のハイ（High）について』に、ボーナスプログラムとして、 

オリジナルの『タバコの害について』の同時リーディング上演が追加決定！ 
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＜1st Week Program＞ 

 

『ベッカンコおに』 

小劇場ホワイエが、ステージに！ 

おかしな顔の心優しい「おに」と、目が見えない孤独な少女。 

こどもも大人も"大事なこと"に気づかされる不朽の名作。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公演日程】2026年 7月 18日（土）16:30／7月 19日（日）16:30 

【会場】新国立劇場 小劇場ホワイエ 
※本公演はホワイエ（ロビー）を舞台とした演出の都合上、全編を通し、お立ち見でのご鑑賞となります。 

会場内に座席のご用意はございませんので、あらかじめご了承ください。 

 

【原作】さねとうあきら 

【脚本】ふじたあさや 

【演出】小林七緒 

【出演】チョウ ヨンホ、今井 聡、滝沢花野、星 初音、安藤ゆり、笹野美由紀、須藤瑞己、福士永大、松尾 諒、田村良葉 

 

【あらすじ】 

昔むかし、笛吹峠に一匹のおにが住んでいた。まるでアカンベーをしたような顔のせいで、人々から「ベッカンコおに」

と呼ばれて笑われていた。ある日、盲目の娘・ゆきと出会ったおには、ひょんなことから彼女を連れ去ってしまう。里

の子供達から盲目をからかわれ孤独だったゆきだが、おにの心優しさに触れて次第に心を開いていく。お前の顔が

見たいと言うゆきのため、おには薬草を求め、自らの命を懸けて険しい旅へと向かう──。 

 

【上演予定時間】30分 

【推奨年齢】小学生以上 

【申込方法】事前申込制（抽選）。詳しくは新国立劇場ウェブサイトをご覧ください。 

【申込受付期間】2026年 6月 9日（火）12：00～6月 30日（火）23：59 

 

 

 

 

 

無料公演 

（左から）チョウ ヨンホ、今井 聡、滝沢花野、星 初音、安藤ゆり、 

笹野美由紀、須藤瑞己、福士永大、松尾 諒、田村良葉 
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＜2nd Week Program＞ 

 

読み聞かせ『くまの子ウーフ』  

 
1969年にポプラ社から出版された、神沢利子 作／井上洋介 絵 

『くまの子ウーフ』 。 

遊ぶこと、食べること、そして考えることが大すきな、くまの子ウーフ

が、日々を過ごすうちにわきあがる疑問に自分なりの答えを見つけ

ていく大人気シリーズです。 

その中からセレクトしたいくつかのお話を、読み聞かせします。 

 

 
【公演日程】2026年 7月 25日（土）16:30／7月 26日（日）16:30 

【会場】情報センター ビデオシアター 

【出演】土井真波、菊池夏野 

 

 

【上演予定時間】30分～45分前後 

【推奨年齢】4～8歳 

【申込方法】事前申込制（抽選）。詳しくは新国立劇場ウェブサイトをご覧ください。 

【申込受付期間】2026年 6月 9日（火）12：00～6月 30日（火）23：59 

 

 

 

 

＜3rd Week Program＞ 

 

『ごっちん』 

「普通」って、誰が決めるんだろう。周りから浮き出した自分の姿と、優しさという名の孤独。 

 

【公演日程】2026年 8月 1日（土）16:30／8月2日（日）16:30 

【会場】情報センター 

 

【作】岩井秀人 

【演出】鈴木アツト 

 

【出演】大谷亮介、原 ふき子、田中穂先、山﨑 薫、村岡哲至 

 

【あらすじ】 

生まれつき大きな体とすごく強い力を持つ、小学三年生の少

女・ごっちん。 

周囲の「気づかい」や「おせっかい」はやさしさの顔をしながら、

だんだんと彼女をみんなの輪の外へ追いやっていく。 

友だちと同じように、ただ笑いたいだけだった彼女は、押し殺

してきた感情の限界で人の形を手放し、村の外へ走り出す。 

 

 

【上演予定時間】40分～60分前後 

【推奨年齢】10歳以上 

【申込方法】事前申込制（抽選）。詳しくは新国立劇場ウェブサイトをご覧ください。 

【申込受付期間】2026年 6月 9日（火）12：00～6月 30日（火）23：59 

 

 

（左から）土井真波、菊池夏野 

 

（上段 左から）大谷亮介、原 ふき子、田中穂先 

(下段 左から) 山﨑 薫、村岡哲至 
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『煙草のハイ（High）について-吸煙對身體有 High-』 

台湾の劇作家・鴻鴻によるチェーホフへのオマージュを込めた一人芝居。 

さらにボーナスプログラムとして、オリジナルの『タバコの害について』を同時リーディング上演！ 

 

【公演日程】2026年 8月 1日（土）19:30／8月 2日（日）19:30 

【会場】新国立劇場 小劇場 

 

【作】鴻鴻 

【翻訳】山﨑理恵子 

【演出】小川絵梨子 

【出演】かんのひとみ 

 

【あらすじ】 

禁煙を推進する側の人間でも医学博士でもない一人の女性が、「煙草の害について」と

いうテーマで講演に招かれ、自身の喫煙体験や娘との関係をユーモアを交えて語り出す。

彼女の独白は、あちこちと話が脱線し、自身の恋愛歴や、煙草を巡る社会の偽善や公権

力への違和感、台湾の状況について話が繋がっていく。 

 

 

 

 

ボーナスプログラム 

リーディング公演『タバコの害について』 

 

【作】アントン・チェーホフ 

【翻訳】原 卓也 

【演出】小川絵梨子 

【出演】下総源太朗 

 

【あらすじ】 

妻に命じられ「タバコの害」の講演を行うニューヒン。だが話は脱線し、自身の惨めな結

婚生活や自由への憧れを吐露する。しかし、舞台の袖に妻の姿を見つけ......。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんのひとみ 

 

 

 

 

下総源太朗 

 

 

 

 

B料金プログラム 

追加決定！ 
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【演目名】「20の物語－週末を、劇場で－」 

【公演日程】2026年 7月 16日（木）～8月 2日（日） 

【公演会場】新国立劇場 小劇場 ほか 

 

【演出】赤澤ムック、小林七緒、鵜山 仁、西沢栄治、万里紗、大澤 遊、蓬󠄀莱竜太、須貝 英、鈴木アツト、宮田慶子、

山田由梨、小山ゆうな、小川絵梨子［上演順］ 

 

【チケット料金】 

［A料金公演］『マクベス』：全席指定 5,500 円 

『チョコレート・アンダーグラウンド』：おとな（中学生以上）：5,500 円／こども（4歳～小学生）：2,750 円 

［B料金公演］全席指定 3,300 円 

※定価から約 10～15％OFFのお得な「半日券」もございます。 

 

【チケット一般発売日】 

6月 9日(火)10:00～ 

 

【公式ウェブサイト】 

https://www.nntt.jac.go.jp/play/short-stories/ ※5月 22 日（金）18：00 に更新します 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

制作部演劇 広報担当：杉田 ＴＥＬ：０３－５３５２－５７３８ ＦＡＸ：０３－５３５２－５７３７ 

公演概要 


